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研究成果の概要（和文）：　本研究は、現代資本主義における財・サービス・人の価値づけvaluationのロジッ
クに着目し、価値づけおよびその装置をめぐる空間の構築というパースペクティブから、「豊穣化の経済」を生
かした今後の地域発展の課題や可能性を考察した。対象としたのは、グローバル経済で繁栄する大都市と、脱工
業化を特徴とする斜陽工業地域である。本研究では、理論的・経験的な考察を通じて地域への価値づけの論理を
明らかにするとともに、とりわけ衰退地域の発展に向けた展望を得た。

研究成果の概要（英文）：　Focusing on the logic of valuation of goods, services and people in 
contemporary capitalism, this study examined the challenges and possibilities of regional 
development based on the 'economy of enrichment' from the perspective of valuation and the 
construction of space around this device. The target regions were metropolises prospering in the 
global economy and declining industrial regions characterised by deindustrialisation. Through 
theoretical and empirical considerations, the study clarified the logic of the valuation of regions 
and, in particular, obtained a future perspective for the development of declining regions.

研究分野：経済地理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　「豊穣化の経済」を背景にした今後の地域発展の方向性を展望するための基礎となる作業を行った。本研究
は，「すでにあるもの」を生かして地域への価値づけを行うことで，衰退地域や地区の持続的発展を実現する可
能性や，その過程で直面することになる課題等を学術的に明らかにすることを試みた。当該テーマの考察の土台
となる理論の模索と地域の実態把握を通じて，今後の地域発展に向けた一つの展望を得ることができたことは，
学術的・社会的に意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進行と現代資本主義の変容の中で、多くの都市・地域経済がラディカルな変化
を経験している。1980年代以降、かつての経済成長を支えた工業経済に代わって、新しい経済
の特徴が議論されてきた。近年では、創造経済（フロリダ, R.）や認知的・文化的経済（スコッ
ト, A.）といった言葉で、社会・経済の変容を捉えようとする試みがなされている。スコットの
議論が着想を得ている認知資本主義論を参照するなら、現代資本主義においては、産業経済とは
異なり、非物質的財（差異、意味、特定の感情をもたらすコミュニケーション）の生産が主流と
なることで、財の価値の基準が多様化している（山本泰三編『認知資本主義』ナカニシヤ出版, 
2016）。そして、その過程で、地理（空間編成）の世界的な再編が進んできた。そうした非物質
的財の価値を生産する空間として適した大都市が「創造的」セクターの集積地域として台頭・繁
栄する一方で、かつての産業経済を牽引した都市・地域は脱工業化の中で斜陽化し、深刻な社会
問題に直面している。 
本研究では、こうした現代資本主義をめぐる一般的状況を踏まえて、財・サービス・人の「価
値づけ valuation」のプロセスに着目するとともに、それをめぐる空間の構築というパースペク
ティブから、今日的な地域発展の特質と、とりわけ衰退地域の発展展望を探るものである。具体
的には、以下のような一連の問いを設定し、研究を進めてきた。 
すなわち、価値の生産の仕組み（価値づけ valuation）とその空間的次元とは具体的にいかな
るものか（問い①）。そして、この課題に取り組むための新たな理論フレームとはいかなるもの
であるか（問い②）。これらの観点から、大都市圏以外の斜陽工業地域の発展展望を得ることが
できるのか（問い③）、というものである。 
 
 
２．研究の目的 
上記の問いに取り組むため、本研究では、現代資本主義を「認知資本主義」論あるいは「資本
主義の新たな精神」の観点から特徴づけながら、市場交換の前提となる、生産物（財・サービス）
の価値づけの仕組みとその空間的含意を明らかとすることを目的とした。その際、コンヴァンシ
オン派の社会学者で「資本主義の新たな精神」（1999）の著者でもあるボルタンスキーとエスケ
レ（2017）によって提起された「豊穣化の経済 l’économie de l’enrichissement」とそれに固有
の価値づけ様式の概念を導入することで、上記の二つの地理的現象を関連づけ、考察した。「豊
穣化の経済」においては、「すでにあるもの」の歴史や文化を通じた「豊穣化」（＝価値づけ）が、
都市・企業の競争力の支えとなるだけではなく、斜陽工業地域への価値の再付与とその新たな発
展可能性の芽をひらく。こうした観点から、価値づけ概念を中心に、大都市空間の再編および斜
陽工業地域・農村地域の新たな発展可能性を模索した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究の中心概念である「価値づけ」は、この 10 年ほどで経済地理学を含む様々な分野で関
心を集め、急速に研究が蓄積されつつあるテーマである。「価値づけ研究 valuation studies」
は、理論的には、コンヴァンシオン理論やアクターネットワーク理論から着想を得てきた。本研
究は、研究代表者がかねてより取り組んできたコンヴァンシオン理論に依拠することで、「価値
づけ」が持つ理論的射程を明らかにするとともに、それを今日的な地域発展をめぐる研究に結び
つけることを試みる。 
コンヴァンシオン理論の観点において、価値づけとは人や生産物の性質決定 qualification に
およそ相当する操作であり、市場交換ひいては社会秩序が生成し機能するための前提となるプ
ロセスを指す。それは、人（例えば労働者の能力）や生産物の価値づけにフォーカスすることで
地域／産業イノベーション研究に寄与するだけではなく、地域そのものへの価値づけを問うこ
とで、「地域の価値」の形成（独占レントをもたらしうる）や「遺産化 patrimonialisation」を
通じた地域発展の道筋までの扱うことが可能である。また、経済理論との関連では、産業集積や
地域イノベーション論で重要な理論的基礎となってきたコーディネーション coordination の問
題から、特に 2000 年代にコンヴァンシオン理論が新たに切り開いてきた地平である、「価値づけ
の権力」をめぐる政治経済学的プロセスまでを架橋することが可能である。 
 
 
４．研究成果 
以上のとおり、本研究は、現代資本主義における財・サービス・人の価値づけ valuation のロ
ジックに着目し、価値づけおよびその装置をめぐる空間の構築というパースペクティブから、今
日的な地域発展のあり方にアプローチした。これを通じて、一方での大都市の繁栄と、脱工業化
を特徴とする斜陽工業地域（フランス）や人口減少局面にある非大都市／農村地域（日本）の活
性化という地理的現象を試論的に考察した。 



 
研究期間を通じた成果としては、以下の点をあげることができる。 
 
第一に、理論的な研究の進展である。上述した研究方法自体が、研究機関を通じて検討され精
緻化された成果でもある。研究代表者の立見を中心に、フランスのコンヴァンショナリストたち
との研究交流を重ねつつ、価値と価値づけに関する理論研究の成果を整理、検討した。そして、
その知見を踏まえて、現代資本主義の特質を踏まえた地域発展論の構想へと結びつけた。地域経
済学の研究者たちが提起している「地域の価値」をめぐる議論とも連動しながら、また、斜陽化
してきた農村地域の新しい動向である「田園回帰」の社会経済的意味を探る研究とも接続しなが
ら、地域への価値づけを軸とする、これからの地域発展の姿を展望した（たとえば、立見「新し
い地域発展理論」小田切徳美（2022）『新しい地域をつくる』岩波書店）。「価値づけ」に関して
はさらに理論的な精緻化を進め、コンヴァンシオン理論の最新成果を検討することで「研究方法」
で示したような独自な枠組み、すなわち、コーディネーションと、搾取など政治経済学的トピッ
クを架橋するような枠組みを得た（立見淳哉・山本泰三（2022）「価値と価値づけの理論的検討」
『季刊経済研究』40(1-4）)。 
 第二に、都市・地域産業を対象とした成果がある。価値づけ理論をベースに事例研究を重ねる
ことで、価値づけの実際のプロセスを描き出すとともに、それを支える装置とはいかなるものか
を検討した。特に大都市への強い集積傾向を有する創造産業を中心に、実態把握を進めた。Covid-
19 の影響で研究開始後数年間はフィールド調査を実行することが困難であったり、その後も制
約があったものの、アートやラグジュアリー（ファッション）産業をめぐる文献読解やフィール
ド調査を実施した。この研究に関しては、基本的なアイデアや着想を固めることができた段階で
あり、価値と価格の関係に実証研究からアプローチするものなど、今後論文化していくことを計
画している。 
 第三に、現代資本主義ないしは「豊穣化の経済」における地域への価値づけと空間の再編に関
する研究である。これについても、文献読解を中心としたどちらかといえば理論的な研究に加え
て、フィールド調査を進めることで、実態把握とこれからの地域発展の方向性や可能性に関する
考察を行った。また、フランス・リール地域の社会連帯経済に関する書籍を出版したことも本研
究の成果である。立見淳哉・長尾謙吉・三浦純一（2022）『社会連帯経済と都市』ナカニシヤ出
版では、研究代表者の立見のほか、分担者の川口、大田が執筆者として加わっている。同書は、
直接には、グローバル化した主流の経済とは異なる「もう一つの経済」の構築をめざす社会連帯
経済と地域再生に向けた諸実態を扱ったものだが、キーワードである共通財 bien commun の性
質決定は本研究の理論枠組みから理解されるものであり、また脱工業化による衰退地域の再生
に向けた試みは、「豊穣化の経済」のもとでの地域への価値づけによって可能になっている部分
が少なくない。この成果は、第一の成果で挙げた、研究代表者が提起した新しい地域発展理論の
アイデアの核ともなった。 
 研究期間におけるフィールド調査に関しては、covid-19 による制約が大きく、当初計画を大
幅に変更せざるを得なかった。とりわけ、フランス調査に関しては大きな制約を受けた。それで
も、最終年度である 2023 年度には分担者の川口が、パリにおける「豊穣化の経済」の展開と場
所への価値づけに関する現地調査を実施しており、実態把握を進めている。これに対し、国内調
査に関しては、協力関係が確立している兵庫県丹波篠山市を中心に活動するアクターたちに対
して、covid-19 の時々の状況を見据えながら地理的近接性を生かして機動的にインタビュー調
査を重ねてきた。「歴史的資源を活用した観光まちづくり」と呼ばれる分野を実践的・制度的に
開拓してきたアクターである。その意味で、ローカルな実践に加えて当該分野の一般的な展開に
ついても丹念な調査を行うことができたと言える。 
インタビュー調査の対象に関しては、事業を開拓・推進してきたアクターに加え、移住起業者、
地域住民など多様な立場を含み、多面的な形での実態把握を行うことができた。研究期間内の具
体的な成果としては、ルーラル・ジェントリフィケーション論との接点を探った川口の業績を挙
げることができる（Kawaguchi, N.(2019) ‘A bifurcation of rural gentrification? : An 
experience of Sasayama, Hyogo’ UrbanScope；川口夏希（2023）「ルーラル・ジェントリフィケ
ーションの分岐点を考える : 兵庫県丹波篠山市の経験から」『都市問題』）。このほか、この間の
実態調査から得られた豊富な知見に関しては、現在、科研メンバー各自で論文化を進めているこ
とに加えて、コアとなるアクターと連携し、学術書籍の形で成果発信することを予定している。
なお、当該分野は「豊穣化の経済」における「遺産化 patrimonialisation」を通じた地域への価
値づけに他ならず、現在の日本でその代表的な事例であると見なすことができるものである。 
研究期間全体を通じて、メンバー間ではオンライン会議等を取り入れて密なディスカッショ
ンを行うとともに、「豊穣化の経済」の展開が端的に観察されるフランスの実情に詳しい海外研
究者とも交流・議論しつつ、調査対象であるフランスの実態理解や、アートやラグジュアリー産
業を通じた場所の「豊穣化」をめぐる最新論点の把握を行ってきたと言える。また、フランス・
パリや東京など日本の都市のフィールド調査を通じて、場所の「豊穣化」の実態把握を行った。 
こうした実態把握を通じて、第一、第二の成果で触れたような価値づけと「豊穣化」に関する
分析視点を精緻化することができた。本研究では、グローバル化した経済において繁栄する特定
の大都市と、脱工業化や過疎化を通じて衰退する地域の発展を対象としてきたが、結果的に、と
りわけ衰退地域への価値の再付与作業に関して重点的な考察を加えることができた。さらに、本



研究の一つの到達点であり、また同時に今後深めるべき新しい課題として、衰退地域の再生にお
いてオルタナティブ経済の実践である社会連帯経済と地域への価値づけという本研究の視点が
実態として互いに交差しており、学術的にもそれらを接合することで、今後の持続的な地域発展
の可能性が見えてくることが明らかとなった。 
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